
－ 海岸防災林の復旧方針 －

頻度の高い津波や高潮から人命、財産、種々の産業・
経済活動、国土を守ることを目標とします。

※「頻度の高い津波」とは最大クラスの津波に比べて
発生頻度が高い（数十年～百数十年に１度）

頻度の高い津波および高潮への対策 塩害・潮風害の緩和

海岸側からの塩分を含んだ風を弱
め、田畑や住宅への塩害・飛砂・潮
風害などを緩和します。

防潮堤の整備による国土保全・減災対策
海岸防災林造成による地域の

生活環境保全

－ 海岸防災林復旧による将来イメージ －

－ 海岸防災林復旧の考え方と計画 －

林野庁 東北森林管理局
秋田県秋田市中通５－９－１６
TEL ０１８－８３６－２２５３

仙台森林管理署
宮城県仙台市青葉区東照宮一丁目１５－１
TEL ０２２－２７３－１１１１

海岸防災林復旧対策室
同上、仙台森林管理署内

宮城県 農林水産部森林整備課
宮城県仙台市青葉区本町３－８－１
TEL ０２２－２１１－２９２３

宮城県仙台地方振興事務所林業振興部
宮城県仙台市青葉区堤通雨宮町４－１７
TEL ０２２－２７５－９２５４

海岸防災林は、
クロマツを主体とした植栽のほか、内
陸側林縁部では森林の多様性に配慮し
た導入種を検討します（サクラ・カシ
ワなど）。

仙台湾沿岸地区では、
全域にわたって海岸防災林の林帯幅が比較的広く確保されています。
従って、防潮堤により防災機能を確保しつつも、必要に応じて生育
基盤となる2～3mの盛土を実施し、津波に対し根返りしにくい健全

な海岸防災林を再生します。また、工事中の飛砂対策と植栽木の生
育を促進する目的での防風対策を併せて実施します。

海岸保全区域のため他省庁所管防潮堤

林 野 庁 東 北 森 林 管 理 局

仙 台 森 林 管 理 署

民 有 林 直 轄 治 山 施 設 災 害 復 旧 事 業民 有 林 直 轄 治 山 施 設 災 害 復 旧 事 業
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東日本大震災の被害概要

東北地方太平洋沖地震と巨大津波の発生

未曾有の巨大地震と津波は、

広域かつ甚大な被害をもたらし、１万６千名を超え
る尊い人命が奪われました。行方不明、負傷者を合
わせると２万５千名を超える人的被害が確認されて
います。さらには人家のみならず、道路や鉄道をは
じめとするあらゆるライフライン、工業・農林水産
業をはじめとする産業が壊滅的な被害を受けました。
ライフラインを含む社会基盤・建築物など、施設ス
トックの被害総額は１６兆９千億円に至ると推計さ
れています。（内閣府発表）

平成２３年３月１１日、

午後２時４６分頃、三陸沖を震源とする我が国災害
史上最大級Ｍｗ９．０の巨大地震が発生しました。
余震を含め震源域は三陸沖～茨城沖にかけて全長約
450km、幅約150kmの範囲に集中し、この地震で発生
した断層面のすべり量は最大20m以上と、かつて経
験したことのない大規模な地殻変動を伴いました。

巨大津波の発生

この地震に伴い、大規模な津波が発生し、最大で内
側へ６kmにわたり浸水。岩手県三陸南部、宮城県、
福島県浜通り北部では津波の高さが８～９ｍに達し、
１８９６年・明治三陸地震の津波をも上回る遡上高
４０.５ｍ（岩手県宮古市）を記録。これに伴い、
震源に近い東北地方太平洋沿岸部では巨大津波が甚
大な被害をもたらしました。

出典：内閣府作成（気象庁月報へ加筆）

また、広域的な地殻の変動に伴い、

本震時には電子基準点「牡鹿」（宮城県石巻市）が、東
南東方向へ約５．３ｍ動き、約１．２ｍ沈下するなど、北
海道から近畿地方にかけて広い範囲での地盤の変動
が観測されました。
宮城県仙台市の仙台湾沿岸地域でも約２０～３０ｃ
ｍの地盤沈下が確認されており、今後の被害拡大が
懸念されています。

林野庁 東北森林管理局における取り組み

林野庁東北森林管理局では、

ただちに、被害状況を調査し、応急対策・物資および人的
支援を実施すると共に、国有林用地を仮設住宅用地や一時
的な瓦礫置き場として提供してきました。海岸防災林は国
有林、民有林内ともに広域かつ甚大な被害を受けました。
このため、林野庁東北森林管理局は、仙台湾沿岸地区にお
いて国有林野内直轄治山施設災害復旧事業および民有林直
轄治山施設災害復旧事業に平成２３年度から着手すること
としました。

民有林直轄治山施設災害復旧事業とは、

東日本大震災における被災自治体は通常の災害と異なり膨
大な事業を抱え、災害復旧等に係わる円滑な事業実施が困
難な状況にあります。このため、被災県からの要請により、
民有林であっても国が直接事業を行うものです。

国 有 林 野 内国 有 林 野 内 直 轄 治 山 施 設 災 害 復 旧 事 業直 轄 治 山 施 設 災 害 復 旧 事 業

海岸保全区域 保安林（海岸防災林） 保安林

海岸付近のゾーン
クロマツ主体

貞山堀

計画防潮堤
（他省庁所管）

陸側ゾーン
老齢林目標

A1099036
タイプライターテキスト

A1099036
タイプライターテキスト

A1121009
タイプライターテキスト

A1121009
タイプライターテキスト



－ 浸水範囲と被害の概要 －

仙台湾沿岸地区では、

津波は内陸側へ約4～6kmもの幅で
浸水し、特に名取川流域の仙台市
太白区と若林区では上流側へ約
8kmにわたり浸水しました。仙台
湾南部の山元町では内陸側に丘陵
地形が控えているため1～4kmの浸
水範囲となっています。

これに伴い集落を中心に、仙台塩
竃港・仙台空港・仙台東部道路お
よび県・市道、工業地帯、農地等
に壊滅的な被害を受けました。

海岸保全区域の防潮堤はほぼ全
壊・消失、海岸防災林もその多く
が消失しています。全域にわたっ
て地盤沈下も確認されており、被
害の拡大を防ぐためにも、早急に
構造物・海岸防災林等の復旧によ
る対策を図る必要があります。

海岸防災林は、

国有林および民有林で構成される
海岸防災林は、その多くが津波に
より被害を受けました。現在、海
岸線付近では地盤沈下に伴い、塩
害のみならず、地下水位が地表付
近となり、植生の健全な生育・維
持管理が困難な状況にあります。
従って、海岸防災林の再生には植
生基盤の造成が不可欠な状況と
なっています。

区域 七ヶ浜町 仙台市 名取市 岩沼市 亘理市 山元町 合計

国有林 4.9 182.0 37.0 116.7 22.7 72.4 435.7

民有林 － 143.9 89.1 178.1 102.4 143.1 656.6

仙台湾沿岸における区域ごとの海岸防災林被害面積（ha）

防潮堤および海岸防災林をのみ込み、集落へ襲い
かかる津波 （撮影：株式会社共同通信社）

防潮堤や海岸防災林は消失し、津波はさらに
内陸部へ侵入（撮影：株式会社共同通信社）

七ヶ浜区域

仙台湾沿岸地区の浸水範囲
国土地理院（加筆）

仙台区域

名取区域

岩沼区域

亘理区域

山元区域

0  1  2  3  4km

－ 空から見た被害状況 －

【地震後】 空中写真：国土地理院撮影2011年8月（加筆）【地震前】 空中写真：国土地理院撮影1977年（加筆）

津波により防潮堤と海岸林はほぼ消失、海岸線は防潮堤背後の地盤がえぐ
り取られ、さらに地殻変動により付近の地盤は約20-30cm沈下している。

国有林

民有林概ね海側に民有林、内陸側に国有林が帯状に配列しており、
仙台区域は交互に入り組んでいる。

【山
元
区
域
】

防潮堤背面の洗掘

海岸林は壊滅

【名
取
区
域
】

海岸林は壊滅

【亘
理
区
域
】

防潮堤背面の洗掘

海岸林は筋状に被災

【岩
沼
区
域
】

内陸側には残存林も確認される

汀線付近の海岸林は壊滅

【仙
台
区
域
】

内陸側では貞山堀付近に一部残存林を確認

汀線付近の海岸林は壊滅



－ 各区域毎の被害状況 －

TP+1.2m TP+0.0m

民有保安林海岸保全区域 保安林国有保安林

地盤の洗掘・侵食・沈下
防潮堤の倒壊・消失

被災後の地盤
被災前の地盤（推定）

汀線付近～保安林区域における被災状況

当地区周辺では約20-30cmの

地盤沈下や湿地化が確認されている

海岸線付近では特に被災
した防潮堤背面の地盤が
大きくえぐり取られている

地盤の沈下
海岸防災林の幹折れ・
根返り、一部は残存

貞山堀

他省庁所管防潮堤

荒浜周辺の被災状況 提供：社団法人東北建設協会

汀線から約120m、仙台区域北端部

砂丘背面となる汀線付近の海岸林は全滅

汀線から約330m、仙台区域南端部

海岸線から貞山堀までの海岸林はそのほとんどが倒伏

【仙
台
区
域
】

【名
取
区
域
】

仙台空港周辺の被災状況 提供：社団法人東北建設協会

汀線付近、海岸林は壊滅

汀線から約470m、名取区域の内陸側 樹高の低い海

岸林は倒伏、林内は地盤沈下と侵食により所々湿地化

汀線から約340m、仙台湾中央部

仙台空港東側の海岸林倒伏状況

地盤の沈下、所々湿地化
海岸防災林の幹折れ・根返り・消失

閖上浜周辺の被災状況 提供：社団法人東北建設協会



【山
元
区
域
】

【亘
理
区
域
】

【岩
沼
区
域
】

工業地帯周辺の被災状況 提供：社団法人東北建設協会

鳥の海周辺の被災状況 提供：社団法人東北建設協会

汀線から約70m、岩沼区域南端部

海岸線付近の海岸林は壊滅、背後の大型土嚢は応急復旧対策

汀線から100m、亘理区域北部

防潮堤は倒壊し、背面は大きく洗掘され海岸林もろとも流出

汀線から約200m、同上

津波に押し倒された樹高の低い海岸防災林

汀線から約130m、山元区域北端部付近

防潮堤背面は大きく洗掘される

汀線から約200m、山元区域北部（仙台湾南部）

海岸付近から内陸まで海岸林は壊滅状態

TP+1.2m
TP+0.0m

民有保安林海岸保全区域 農 地

地盤の洗掘・侵食・沈下
防潮堤の倒壊・消失

被災後の地盤
被災前の地盤（推定）

汀線付近～保安林区域における被災状況

当地区周辺では約20-30cm
の地盤沈下や湿地化が確認

されている

海岸線付近では特に被災
した防潮堤背面の地盤が
大きくえぐり取られている他省庁所管防潮堤

汀線から120m、岩沼区域南端内陸側

海岸林はそのほとんどが倒伏し、壊滅状態

牛橋河口付近の被災状況 提供：社団法人東北建設協会（加工）

地盤の沈下、所々湿地化
海岸防災林の幹折れ・根返り・消失



－ 海岸防災林の復旧方針 －

頻度の高い津波や高潮から人命、財産、種々の産業・
経済活動、国土を守ることを目標とします。

※「頻度の高い津波」とは最大クラスの津波に比べて
発生頻度が高い（数十年～百数十年に１度）

頻度の高い津波および高潮への対策 塩害・潮風害の緩和

海岸側からの塩分を含んだ風を弱
め、田畑や住宅への塩害・飛砂・潮
風害などを緩和します。

防潮堤の整備による国土保全・減災対策
海岸防災林造成による地域の

生活環境保全

－ 海岸防災林復旧による将来イメージ －

－ 海岸防災林復旧の考え方と計画 －

林野庁 東北森林管理局
秋田県秋田市中通５－９－１６
TEL ０１８－８３６－２２５３

仙台森林管理署
宮城県仙台市青葉区東照宮一丁目１５－１
TEL ０２２－２７３－１１１１

海岸防災林復旧対策室
同上、仙台森林管理署内

宮城県 農林水産部森林整備課
宮城県仙台市青葉区本町３－８－１
TEL ０２２－２１１－２９２３

宮城県仙台地方振興事務所林業振興部
宮城県仙台市青葉区堤通雨宮町４－１７
TEL ０２２－２７５－９２５４

海岸防災林は、
クロマツを主体とした植栽のほか、内
陸側林縁部では森林の多様性に配慮し
た導入種を検討します（サクラ・カシ
ワなど）。

仙台湾沿岸地区では、
全域にわたって海岸防災林の林帯幅が比較的広く確保されています。
従って、防潮堤により防災機能を確保しつつも、必要に応じて生育
基盤となる2～3mの盛土を実施し、津波に対し根返りしにくい健全

な海岸防災林を再生します。また、工事中の飛砂対策と植栽木の生
育を促進する目的での防風対策を併せて実施します。

海岸保全区域のため他省庁所管防潮堤

林 野 庁 東 北 森 林 管 理 局

仙 台 森 林 管 理 署

民 有 林 直 轄 治 山 施 設 災 害 復 旧 事 業民 有 林 直 轄 治 山 施 設 災 害 復 旧 事 業
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東日本大震災の被害概要

東北地方太平洋沖地震と巨大津波の発生

未曾有の巨大地震と津波は、

広域かつ甚大な被害をもたらし、１万６千名を超え
る尊い人命が奪われました。行方不明、負傷者を合
わせると２万５千名を超える人的被害が確認されて
います。さらには人家のみならず、道路や鉄道をは
じめとするあらゆるライフライン、工業・農林水産
業をはじめとする産業が壊滅的な被害を受けました。
ライフラインを含む社会基盤・建築物など、施設ス
トックの被害総額は１６兆９千億円に至ると推計さ
れています。（内閣府発表）

平成２３年３月１１日、

午後２時４６分頃、三陸沖を震源とする我が国災害
史上最大級Ｍｗ９．０の巨大地震が発生しました。
余震を含め震源域は三陸沖～茨城沖にかけて全長約
450km、幅約150kmの範囲に集中し、この地震で発生
した断層面のすべり量は最大20m以上と、かつて経
験したことのない大規模な地殻変動を伴いました。

巨大津波の発生

この地震に伴い、大規模な津波が発生し、最大で内
側へ６kmにわたり浸水。岩手県三陸南部、宮城県、
福島県浜通り北部では津波の高さが８～９ｍに達し、
１８９６年・明治三陸地震の津波をも上回る遡上高
４０.５ｍ（岩手県宮古市）を記録。これに伴い、
震源に近い東北地方太平洋沿岸部では巨大津波が甚
大な被害をもたらしました。

出典：内閣府作成（気象庁月報へ加筆）

また、広域的な地殻の変動に伴い、

本震時には電子基準点「牡鹿」（宮城県石巻市）が、東
南東方向へ約５．３ｍ動き、約１．２ｍ沈下するなど、北
海道から近畿地方にかけて広い範囲での地盤の変動
が観測されました。
宮城県仙台市の仙台湾沿岸地域でも約２０～３０ｃ
ｍの地盤沈下が確認されており、今後の被害拡大が
懸念されています。

林野庁 東北森林管理局における取り組み

林野庁東北森林管理局では、

ただちに、被害状況を調査し、応急対策・物資および人的
支援を実施すると共に、国有林用地を仮設住宅用地や一時
的な瓦礫置き場として提供してきました。海岸防災林は国
有林、民有林内ともに広域かつ甚大な被害を受けました。
このため、林野庁東北森林管理局は、仙台湾沿岸地区にお
いて国有林野内直轄治山施設災害復旧事業および民有林直
轄治山施設災害復旧事業に平成２３年度から着手すること
としました。

民有林直轄治山施設災害復旧事業とは、

東日本大震災における被災自治体は通常の災害と異なり膨
大な事業を抱え、災害復旧等に係わる円滑な事業実施が困
難な状況にあります。このため、被災県からの要請により、
民有林であっても国が直接事業を行うものです。

国 有 林 野 内国 有 林 野 内 直 轄 治 山 施 設 災 害 復 旧 事 業直 轄 治 山 施 設 災 害 復 旧 事 業

海岸保全区域 保安林（海岸防災林） 保安林

海岸付近のゾーン
クロマツ主体

貞山堀

計画防潮堤
（他省庁所管）

陸側ゾーン
老齢林目標

A1099036
長方形

A1099036
長方形

A1099036
タイプライターテキスト

A1099036
タイプライターテキスト
。

A1002506
タイプライターテキスト
なお、盛土材料にはがれきを分別・無害化し、安全が確認された再生

A1002506
タイプライターテキスト
資材を活用する計画としています。

A1121009
タイプライターテキスト

A1121009
タイプライターテキスト



 
　　　　　 国有林

　　　　　 民有林

　　　　　 平成24年度
　　　　　　　着手予定箇所

平成24年度　工事着手予定

仙台湾沿岸地区　全体平面図
（平成24年度　工事着手予定箇所）　　　　※平成24年度工事着手予定箇所以外は、平成25年度以降、着手予定

工事着手済み

平成24年度　工事着手予定

平成24年度　工事着手予定

平成24年度　工事着手予定

平成24年度　工事着手予定

平成24年度　工事着手予定




